
言葉を使って人工知能と理解を共有する

• 連続的かつ部分観測的なコンテクスト
• ⼤規模なデータセット（6,760対話）を公開
https://github.com/Alab-NII/onecommon

連絡先：宇⽥川拓真 Email : takuma_udagawa@nii.ac.jp

状況設定

連続的かつ部分観測的コンテクストにおける

基盤化対話システムの構築

研究内容

どんな研究？ 何がわかる？
連続的かつ部分観測的な状況をシンプル
なタスクで再現し、対話システムを様々
な⽅法で学習させたり、客観的な評価と
詳細な分析ができるようになります。

宇⽥川拓真（東京⼤学⼤学院）、相澤彰⼦（国⽴情報学研究所）

人工知能

／計算機に思考させる

C

対話を通じて共通理解を形成し・修正
し・維持するプロセスを基盤化と呼び、
連続的かつ部分観測的な状況で⾃然⾔語
を使って基盤化を⾏える対話システムの
研究を⾏なっています。

• Takuma Udagawa and Akiko Aizawa, A Natural Language Corpus of Common Grounding under Continuous and Partially-Observable Context, In Proceedings of AAAI 2019
• 宇⽥川拓真, 相澤彰⼦, 連続的かつ部分観測的コンテクストにおける基盤化対話コーパスの構築と分析, ⼈⼯知能学会 ⾳声・⾔語理解と対話処理研究会第84回研究会 第９回対話システムシンポジウム, 2018年11⽉. 若⼿奨励賞受賞

データセットの分析
（⼈間同⼠の対話）

基盤化とは？ 基盤化の難易度の考察 新しいタスクを提案

緑の大きいリンゴが食べたいな

奥に隠れてる方ですか？

いえ、手前に見える方です

なるほど、わかりました

離散的△ 連続的◯

完全観測的△ 部分観測的◯

• 離散的な情報は曖昧性なく表現できる

• 完全観測的な状況では誤解が⽣じにくい

実験
（エージェント同⼠の対話）

• 基盤化のためにより複雑な発話が必要
• 部分観測性が⼤きいほど基盤化は難しい
• タスクがシンプルなので語彙は⼩さい

• 様々なニュアンス表現が頻出
à 曖昧性・不確実性が⽣じやすい

• ⾔葉の意味がコンテクストに依存
à 語⽤論的表現が⽣じやすい

• 深層学習モデルによってある程度の性能は達成
• 強化学習によってわずかに性能が向上
• しかし、⼈間と⽐べるとまだ改善の余地が⼤きい

エージェント同⼠の対話（成功例）

共通理解

• 共同顕著性に基づく選択バイアス
à ⾮⾔語的なレベルでも協調

Takuma



